
 

                              

 

 

 

 

 

申 6号「一部職場における年休取得・時季変更権行使状況に関する緊急申し入れ」の団体交渉を

1月 15日 13時から開催しました。ポイントを記載します。詳細や不明点等ございましたら、地本

業務部まで連絡下さい。 
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（1項）仙台支社内における要員状況・年休取得状況に関して明らかにすること。 

（回答）業務に必要な要員は確保しているところである。また、年休の取り扱いについては、法令に基づき適正に取り扱

っている。 

【主な議論・支社の認識】 

・仙台支社の社員数は 2019年 4月 1日現在 4077名。（今年度新入社員約 150名含む）今年度退職者は約 400名。 

・働き方改革関連法に関連し、本社・本部「就業規則等の改正について」に関する議事録確認にある「付与期日から 1

年間に5日の年休を取得する必要」の際「会社が年次有給休暇取得を時季指定する際には、社員から年次有給休

暇の取得を希望する時季を申告させるとともに、できる限り社員の希望に沿った時季を指定するように努める」をこ

の間通り、コミュニケーションをとり行う。（会社指定の年休は「会年」とシステムに表記となる）（仙台支社では、現

時点把握しているところで、今年度上期での年休取得 5日未満の方は約 300～400名）（JINJREでは、11月から 5

日未満だとメッセージが出る）（輸送総合システムでは年休取得は手拾い）（「会年」は 2～3月のタイミングとなる） 

・この間議論してきたところであるが、年休取得の優先順位は記入した順番もあるが、冠婚葬祭が優先したり、養育

休暇が優先となる場合があり、事情を斟酌する。 

・当務主務が乗務する際、基本は短時間行路である。（本社から指導を受けている） 

・この間通り、年休は流すことが無いのが理想である。 

・「会年」に関しては、5日未満のチェック漏れが無いように支社としてもフォロー、バックアップ、連携する。（事業の正

常な運営上、会年が特休、公休等と連続するとは限らない） 

 

（2項）仙台支社内の各運転職場における乗務員（運転士・車掌）の要員状況・年齢構成を明らかにすること。 

（回答）業務に必要な要員は確保しているところである。 

【※参考（現時点標準数）】 

○新庄運転区・運転士 38名 ○左沢線営業所・運転士 21名 ○山形運輸区・運転士 67名・車掌 72名 

○会津若松運輸区運転士 41名・車掌 30名 ○郡山運輸区・運転士 61名・車掌 34名 

○福島総合運輸区・運転士 76名・車掌 29名 ○仙台運輸区・運転士 111名・車掌 58名  

○宮城野運輸区・運転士 71名・車掌 64名 ○小牛田運輸区・運転士 56名・車掌 27名  

…仙台支社内標準数計・運転士 542名、車掌 314名 

【主な議論・支社の認識】 

・現在員数には、長期休職者は含まない。見習いの方や妊娠などで乗務出来ない方は含む。 

・標準数、現在員数の考えは変わらない。（議事録確認「標準数は、平均的な業務量を踏まえた業務運営に要する社

員数の目安であり、現在員の配置については、勤務実績等を踏まえて行っていく。」「標準数は業務を行う上での

目安であり、引き続き業務実績等を踏まえた配置を行っていく考えである。」） 

・標準数に対する現在員配置において、運転職場における大きな増減は無い認識。 

・基本は勤務指定を行う。（勤務指定・発表時点で勤務空白はあり得ない） 

・支社として、乗務出来ない状況の乗務員・数は把握している。 

・当務主務も運転士・車掌に現在員数カウントはする。 

 

（3項）山形運輸区における乗務員、特に運転士における要員状況・年休取得数・時季変更権行使状況に関して支社


